
ホームページ　http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/

みどりの東北 発行日／平成22年 2 月 発　行／東北森林管理局 
秋田市中通五丁目9-16 
TEL.018（836）2192

�����M I D O R I   n o  T O H O K U

■特集
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林
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巡視員会議の開催（詳細は2頁で紹介）
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特集コーナー

る
謝
辞
と
、
来
る
二
〇
一
二
年
の
世
界

遺
産
会
議
定
期
報
告
に
向
け
、
益
々
適

正
な
保
全
・
管
理
が
求
め
ら
れ
巡
視
活

動
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
旨
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
白
神
山
地
世
界
遺
産

地
域
連
絡
会
議
構
成
機
関
か
ら
の
平
成

二
十
一
年
度
の
活
動
状
況
報
告
と
、
巡

視
員
か
ら
の
巡
視
報
告
書
に
基
づ
く
巡

視
活
動
分
析
や
問
題
点
等
に
つ
い
て
の

説
明
の
後
、
意
見
交
換
に
移
り
ま
し
た
。

【
秋
田
県
側
の
主
な
意
見
】

・
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
周
辺
も
含

め
、
巡
視
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ

る
の
で
調
整
を
図
り
巡
視
箇
所
の
空

白
区
域
を
で
き
る
だ
け
無
く
す
。

・
二
つ
森
周
辺
か
ら
県
境
を
越
え
て
入

山
す
る
者
に
対
す
る
マ
ナ
ー
の
指
導

に
つ
い
て
は
、
両
県
合
同
の
パ
ト
ロ

ー
ル
が
必
要
で
あ
り
、
来
年
度
に
向

け
て
検
討
す
る
。

・
小
岳
、
二
つ
森
で
の
歩
道
等
の
刈
払

い
整
備
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

は
、
歩
行
に
支
障
と
な
る
笹
や
灌
木

の
枝
の
除
去
と
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
主
体
に
実
施
す
る
。
な
ど

【
青
森
県
側
の
主
な
意
見
】

・
巡
視
員
の
巡
視
活
動
の
事
前
届
出
書

に
つ
い
て
、
入
山
前
に
届
け
る
こ
と

と
し
、
緊
急
な
場
合
も
想
定
し
、
メ

ー
ル
で
の
届
け
出
も
可
能
と
す
る
。

・
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
自
然
に
負
荷

の
少
な
い
パ
ト
ロ
ー
ル
と
す
る
た
め

た
。ま

た
、
今
回
は
両
県
の
巡
視
員
の
交

流
を
図
る
た
め
、
双
方
の
代
表
三
名
の

方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
巡
視
員
会
議
に
出

席
し
、
秋
田
、
青
森
両
県
側
の
取
組
状

況
や
共
通
事
項
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

開
催
に
当
た
り
、
主
催
者
を
代
表
し

て
平
野
計
画
部
長
か
ら
巡
視
員
の
方
々

に
、
こ
の
一
年
間
の
巡
視
活
動
に
対
す

一
　
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
巡
視
員

会
議

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
広
大
な
面

積
を
有
す
る
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域

の
適
正
な
保
全
・
管
理
を
図
る
た
め

に
、
職
員
に
よ
る
巡
視
の
ほ
か
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
巡
視
員
と
し
て
秋
田
県
側
は

三
十
四
名
、
青
森
県
側
は
二
十
七
名
の

方
々
に
、
巡
視
活
動
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
平
成
二
十
一
年
度
第
二
回

目
の
巡
視
員
会
議
が
、
秋
田
県
側
で
は
、

一
月
三
十
日
（
土
）
藤
里
町
に
お
い
て
、

青
森
県
側
で
は
、
一
月
三
十
一
日
（
日
）

弘
前
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
、
青
森
の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に

お
い
て
、
巡
視
員
（
秋
田
県
側
二
十
四

名
、
青
森
県
側
二
十
二
名
）
の
ほ
か
白

神
山
地
世
界
遺
産
地
域
連
絡
会
議
構
成

機
関
で
あ
る
環
境
省
東
北
地
方
環
境
事

務
所
、
各
県
の
担
当
部
局
、
東
北
森
林

管
理
局
、
そ
し
て
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
関
係
町
村
の
担
当
者
が
出
席
し
ま
し

特集コーナー 

aomori
akita iwate

miyagiyamagata

計
　
画
　
課

白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
に

関
わ
る
各
種
会
議
の
開
催

同
行
人
員
数
や
コ
ー
ス
を
検
討
す

る
。

・
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
に
警
察
や
漁
協
の

関
係
者
も
同
行
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
強
く
要
請
す
る
。

・
既
存
歩
道
、
指
定
ル
ー
ト
以
外
の
核

心
地
域
内
の
巡
視
活
動
は
、
特
別
な

理
由
や
目
的
が
無
け
れ
ば
む
や
み
に

立
ち
入
ら
な
い
。
な
ど

二
　
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
に
関
わ

る
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会

ま
た
、
巡
視
員
会
議
終
了
後
、
秋
田

県
側
、
青
森
県
側
と
も
に
、
同
会
場
に

お
い
て
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
及
び

周
辺
で
活
動
し
て
い
る
ガ
イ
ド
団
体
、

山
岳
会
、
自
然
保
護
団
体
と
の
意
見
交

換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
実
際
に
活
動

挨拶する平野計画部長

巡視員との意見交換
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【
秋
田
県
側
】

小
岳
、
二
つ
森
の
歩
道
や
山
頂
の
刈

払
い
整
備
に
つ
い
て
は
、
歩
道
等
に
被

さ
っ
て
い
る
笹
や
灌
木
の
枝
を
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
最
小
限
刈
払
う
こ
と
が

出
来
る
こ
と
と
し
、
実
施
に
あ
た
っ
て

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
主
体
で
行
う
こ
と

と
す
る
。

ま
た
、
二
つ
森
山
頂
展
望
台
の
整
備

延
期
、
小
岳
の
山
頂
か
ら
の
展
望
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

し
て
い
る
ガ
イ
ド
団
体
や
山
岳
会
の

方
々
の
利
用
実
態
や
、
自
然
保
護
団
体

の
方
々
の
活
動
に
つ
い
て
情
報
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
や
課
題
等
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

秋
田
県
側
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
の
主
な
内
容
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

各種団体との意見交換

最優秀賞を受賞した新井健太君

出
さ
れ
た
の
で
今
後
も
関
係
機
関
と
調

整
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
オ
オ
バ
コ
等
の
移
入
種

植
物
の
情
報
提
供
も
あ
り
ま
し
た
。

【
青
森
県
側
】

流
木
で
の
焚
き
火
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
い
ろ
な
入
山
者
が
い
る
た
め
、
山
火

事
の
危
険
や
生
態
系
へ
の
影
響
等
を
考

慮
し
て
今
ま
で
ど
お
り
入
山
マ
ナ
ー
と

し
て
禁
止
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
現
在
の
入
山
規
制
の
撤
廃
に

つ
い
て
は
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、

入
山
規
制
の
影
響
を
見
極
め
つ
つ
判
断

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
日
本
で
の
マ
ナ
ー
に
不

慣
れ
な
韓
国
か
ら
の
ツ
ア
ー
観
光
客
も

目
立
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
ハ
ン
グ
ル

語
の
マ
ナ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
必
要
と

の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

三
　
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
入
山
マ

ナ
ー
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
発

表
及
び
最
優
秀
賞
受
賞
者
表
彰
式

一
月
三
十
一
日
の
青
森
県
側
巡
視
員

会
議
終
了
後
、
白
神
山
地
世
界
遺
産
地

域
連
絡
会
議
の
主
催
に
よ
る
、「
白
神

山
地
世
界
遺
産
地
域
入
山
マ
ナ
ー
標

語
」
の
入
選
作
品
発
表
と
受
賞
者
の
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

本
件
は
、
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域

の
入
山
マ
ナ
ー
の
意
識
の
向
上
を
図

り
、
適
正
な
保
全
に
つ
い
て
、
広
く
国

民
の
皆
様
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
七
月
か
ら

十
月
の
四
ヶ
月
間
に
渡
っ
て
募
集
し
た

も
の
で
す
。

応
募
総
数
は
、
小
中
学
校
の
部
七
百

七
十
一
作
品
、
一
般
の
部
二
百
九
十
七

作
品
の
計
千
六
十
八
作
品
で
、
全
国
か

ら
応
募
が
あ
り
、
改
め
て
白
神
山
地
世

界
遺
産
地
域
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
最
優
秀
賞
と
し
て
、

青
森
県
鰺
ヶ
沢
町
鰺
ヶ
沢
町
立
鰺
ヶ
沢

第
一
中
学
校
三
年
新
井

あ
ら
　
い

健
太

け
ん
　
た

君
の
「
守

ろ
う
マ
ナ
ー
　
白
神
山
地
は
　
み
ん
な

の
遺
産
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

選
考
委
員
長
を
務
め
た
白
神
山
地
解

説
活
動
連
絡
協
議
会
会
長
の
土
岐
氏
か

ら
、
「
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
白
神
、

マ
ナ
ー
が
入
っ
て
お
り
素
直
な
良
い
作

品
で
す
。」
と
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

連
絡
会
議
を
代
表
し
て
、
平
野
計
画

部
長
か
ら
賞
状
と
賞
品
を
受
け
取
っ
た

新
井
君
は
、「
白
神
山
地
は
自
分
た
ち

の
誇
り
で
も
あ
り
、
今
後
と
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
。」
と
、
受
賞
者
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
優
秀
賞
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

○
「
マ
ナ
ー
で
つ
な
ぐ
　
緑
の
恵
み
の

白
神
山
地
」

青
森
県
鰺
ヶ
沢
町
立
赤
石
小
学
校
　
六
年

岩
本

い
わ
も
と

真
歩

ま
　
ほ

○
「
白
神
山
地
は
世
界
の
宝
　

み
ん
な
で
守
ろ
う
　
入
山
マ
ナ
ー
」

青
森
県
弘
前
市
　
柴
田
女
子
高
校
　
二
年

木
村

き
　
む
ら

悠
は
る
か

○
「
白
神
山
地
　
未
来
に
つ
な
ぐ
　

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
」

滋
賀
県
近
江
八
幡
市
　
南

み
な
み

英
市

え
い
い
ち

こ
の
入
賞
作
品
は
今
後
、
入
山
マ
ナ

ー
の
向
上
の
た
め
、
マ
ナ
ー
普
及
啓
発

用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
関
係
機
関
の
Ｈ
Ｐ

等
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
今
後
も
、

今
回
の
巡
視
員
会
議
や
各
団
体
と
の
意

見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
巡
視
員
や

各
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
引
き
続

き
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
を
適
正
に

保
全
・
管
理
し
、
適
切
な
利
用
を
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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平
成
二
十
二
年
二
月
四
日
（
木
）
、

五
日
（
金
）
の
両
日
、
秋
田
市
内
の
イ

ヤ
タ
カ
（
民
間
施
設
）
に
お
い
て
「
平

成
二
十
一
年
度
森
林
・
林
業
技
術
交
流

発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
管
内
五
県
の
民
有

林
と
国
有
林
が
一
体
と
な
っ
て
森
林
・

林
業
等
の
技
術
の
普
及
・
向
上
及
び
関

係
者
の
技
術
交
流
の
推
進
に
取
り
組
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
森
林
・
林
業
等

に
係
る
技
術
開
発
や
地
域
に
お
い
て
実

践
し
て
い
る
林
業
活
性
化
へ
の
取
組
な

ど
の
情
報
提
供
や
意
見
交
換
を
行
う
た

め
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、「
一
般
の
部
」
の
「
森

林
技
術
部
門
」
に
十
六
課
題
、「
森
林

ふ
れ
あ
い
部
門
」
に
八
課
題
、
国
民
視

点
に
立
っ
た
業
務
の
推
進
を
図
る
た
め

今
年
度
よ
り
新
た
に
設
け
ら
れ
た
「
国

民
の
森
林
部
門
」
に
三
課
題
の
計
二
十

七
課
題
、
「
中
学
・
高
等
学
校
の
部
」

に
七
課
題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
岩
手
県
八
幡
平
市
立
田
山
小

学
校
の
五
年
生
に
よ
る
発
表
、
宮
城

県
・
岩
手
県
職
員
等
に
よ
る
特
別
発

表
、
岩
手
県
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
や

（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
東
北
支
所
に

よ
る
特
別
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
間
で
約
三
百
五
十
人
の
参
加
が

あ
り
、
特
に
、
田
山
小
学
校
の
発
表
の

際
に
は
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。

そ
の
中
で
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

行
っ
た
森
林
に
つ
い
て
の
学
習
活
動
の

成
果
を
七
人
が
分
担
し
て
暗
記
し
、

堂
々
と
発
表
す
る
姿
に
、
会
場
内
か
ら

は
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、「
森
林
技

術
部
門
」
で
は
、
森
林
管
理
業
務
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
近
年
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

熱気に包まれた発表会場

堂々と発表する田山小学校の５年生

器
の
大
幅
な
性
能
向
上
に
着
目
し
、
地

図
デ
ー
タ
と
連
携
し
た
森
林
管
理
業
務

の
試
行
結
果
を
発
表
し
た
東
北
森
林
管

理
局
企
画
調
整
室
の
後
藤
敏
さ
ん
、
同

計
画
課
の
劔
持
直
樹
さ
ん
が
、「
森
林

ふ
れ
あ
い
部
門
」
で
は
、
森
林
環
境
教

育
の
積
極
的
な
実
施
の
た
め
に
、
地
域

の
小
・
中
学
生
や
教
職
員
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の
課
題
と

今
後
の
対
応
策
等
を
発
表
し
た
下
北
森

林
管
理
署
の
佐
藤
次
郎
さ
ん
が
最
優
秀

「国民の森林部門」で最優秀賞を受賞した有馬さん

特集コーナー 

aomori
akita iwate

miyagiyamagata

指
導
普
及
課

「
平
成
二
十
一
年
度
森
林
・
林
業

技
術
交
流
発
表
会
」
を
開
催

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
国
民

の
森
林
部
門
」
で
は
、
林
地
に
放
置
さ

れ
て
い
る
伐
採
木
等
の
残
材
を
、
畜
舎

の
敷
料
と
し
て
有
効
活
用
す
る
た
め
の

現
状
や
課
題
に
つ
い
て
発
表
し
た
由
利

森
林
管
理
署
の
有
馬
俊
英
さ
ん
が
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
中
学
・
高
校
の
部
」
で
は
、
様
々

な
問
題
に
よ
り
手
入
れ
が
進
ん
で
い
な

い
地
元
の
私
有
林
に
つ
い
て
、
学
習
成

果
の
発
揮
と
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
て

整
備
し
て
い
る
様
子
を
発
表
し
た
秋
田

県
立
鷹
巣
農
林
高
等
学
校
が
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

な
お
、
田
山
小
学
校
に
は
特
別
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

各
部
門
の
発
表
課
題
と
審
査
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
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「三陸北部森林管理署管内におけるクマタカの営巣状況について」 
 
列状間伐の選木作業に関する一考察 
 
AHPを用いたサイコベクトルによる治山ダム景観の定量的評価について 
 
刈払機用災害防止バンド「股バンド」の普及への取組について 
 
スギ人工林の高齢級複層林への誘導 
 
増川ヒバ施業実験林の間伐試験について 
 
白神山地におけるクマゲラの繁殖・秋期行動について 
 
新たなGPS機器を活用した森林管理の効率化に向けた検討について 
 
高齢級林分の間伐を促進するための間伐施業集約化の取組み 
 
合成フェロモンを活用したナラ枯れ面的防除の取り組みについて 
 
岩手・宮城における馬搬作業の事例分析 
 
ニセアカシア種子における休眠と非休眠の生産比率 
－個体による違いと河川周辺における分布状況－ 
 
奥羽山系ブナ天然林における野ネズミの遺伝的多様性と遺伝子流動の評価 
 
ササの部分開花現象の解明 
～クローン構造と種子の結実に注目して～ 
 
地域材の利用推進に向けて 
～県産スギ合板の新しい取り組み～ 
 
雄勝地域におけるナラ類集団枯損被害に対する取り組みについて 
 
「古事の森」・「遊々の森」の協定締結と取組 
 
国有林って何ですか？に答える、森林環境教育実施への一考察 
 
上外川学習教育林の整備について 
～妖精の住む森をめざして～ 
 
市民アンケートを通したイベント実施への考察 
 
地元ボランティアとの協力による取り組みについて 
（岳岱自然観察教育林内の歩道整備事例） 
 
眺望山自然休養林における「森の案内人活動」について 
 
自伐林家育成に向けた取り組み 
 
林業研究グループと連携した間伐推進への取り組みについて 
 
農林水産省の道しるべ 
～林地残材を活用した農畜産業への貢献～ 
 
朝日庄内プロジェクトの改訂について 
 
国民視点に立った歩道の適正な管理（安全安心）について 
（「ぶな巨木ふれあいの径」での事例） 
 
お宅の山林整備させてください 
～俺たち森林バスターズ～ 
 
新たな研究領域の確立へ！ 
～肥育豚の早期出荷に関するカンナクズ効果について～ 
 
続・生物生態系の復元に向けて 
 
地域に生き残る希少生物を保全するための取り組み 
 
里山整備に若い力を 
～全校マツタケ山づくりプロジェクト～ 
 
「SAVE　THE　WATER！命の源を私達の手で」 
～スーパー植物を活用した水浄化に関する研究～ 
 
ペットボトルで作る未来への森づくり 
 
発見！森林の秘密 

三陸北部森林管理署 
 
山形森林管理署最上支署 
 
盛岡森林管理署 
 
津軽森林管理署金木支署 
 
東北森林管理局森林技術センター 
 
東北森林管理局森林技術センター 
 東北森林管理局 
津軽白神森林環境保全ふれあいセンター 
東北森林管理局企画調整室 
東北森林管理局計画課

 

発表部門 

最優秀賞 

最優秀賞 

最優秀賞 

優秀賞 

林政記者クラブ賞 

国民の森林 
部門 

森林技術 

部門 

森林ふれ 

あい部門 

中学・高等学校 

の部 

優秀賞 

優秀賞 

優秀賞 

奨励賞 

奨励賞 

奨励賞 

奨励賞 

奨励賞 

奨励賞 

奨励賞 

奨励賞 

奨励賞 

奨励賞 

特別賞 

奨励賞 

発　表　課　題　名 発　表　機　関 発 表 者 審査結果 

一

　

般

　

の

　

部

 

山形県庄内総合支庁産業経済部 
森林整備課森づくり推進室 

岩手県大船渡地方振興局農林部 

岩手大学農学部附属 
寒冷フィールドサイエンス教育研究センター 
 

青森県立五所川原農林高等学校 

青森県立柏木農業高等学校 

岩手県立大野高等学校 

秋田県立大曲農業高等学校 

秋田県立鷹巣農林高等学校 

津軽森林管理署 

東北森林管理局 
朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター 

由利森林管理署 

山形県庄内総合支庁産業経済部 
森林整備課 

青森県三八地域県民局地域農林水産部 

三陸森の会 

東北森林管理局藤里森林センター 

東北森林管理局指導普及課 

岩手北部森林管理署 

岩手南部森林管理署 
 

下北森林管理署 

秋田県雄勝地域振興局農林部 

宮城県東部地方振興事務所 

秋田県立大学 

秋田県立大学 

山形大学農学部生物環境学科 

岩手県立盛岡農業高等学校 

岩手県立盛岡農業高等学校 

岩手県八幡平市立田山小学校 

久坂　浩志 

鷹野　祥詞 

浜浦　武昭 

熊谷　優　他２名 

木村　正彦 

田畑　良輝 

諏訪　忠一 

後藤　敏 
劔持　直樹 

清水　俊博 

尾形　俊成 

渡邊　篤 

千葉　翔 

野　雄太　他２名 

佐藤　綾香 

向川　克展 

小林　勝 

千葉　のぞみ 

佐藤　次郎 

木村　雄大 
田口　暁史 

倉本　敬史 

安田　善朝 

乾　和雄 

工藤　真治 

渡辺　智之 

有馬　俊英 

庄司　卓矢 

牧　千夏 

工藤　翔也　他３名 

佐藤愛美莉　他４名 

高橋　一彰　他２名 

吉田あかり　他３名 

下川原　奈々子 

村上　和子 
中村　恭平 

伊藤　高仁 
土肥　優樹也 

齊藤　豊　他６名 



地域と連携した
緑化推進の取り組み

下北森林管理署

6みどりの東北

一
　
自
然
体
験
の
場
と
し
て
の

遊
々
の
森
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ー

ク
黒
森
」
の
整
備
（
む
つ
市
）

下
北
地
域
の
小
中
学
生
や
一
般
市
民

か
ら
の
国
有
林
を
活
用
し
た
い
と
の
要

望
を
受
け
、
む
つ

市
、
地
元
部
分
林

組
合
、
当
署
の
三

者
に
よ
っ
て
体
験

活
動
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
、
昨

年
二
月
む
つ
市
大

畑
町
に
遊
々
の
森

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
パ

ー
ク
黒
森
」
を
設

定
し
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
海

に
も
近
く
訪
れ
る

子
供
た
ち
は
、
目

一
杯
、
海
と
山
の

遊
び
を
経
験
し
、

野
性
味
あ
ふ
れ
る

思
い
出
を
そ
れ
ぞ

れ
の
胸
に
刻
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

む
つ
市
（
下
北
自
然
の
家
）
で
は
、

今
後
、
黒
森
山
へ
の
登
山
や
山
中
キ
ャ

ン
プ
、
高
見
台
作
り
な
ど
の
整
備
を
行

っ
て
、
地
域
の
子
供
の
情
操
教
育
に
有

効
活
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。当

署
に
お
い
て
も
「
春
の
黒
森
山
登

山
」
と
題
し
一
般
市
民
を
対
象
と
し
た

国
有
林
見
学
会
を
来
年
度
予
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

二
　
む
つ
市
大
畑
の
高
校
生
が

植
樹
活
動

む
つ
市
大
畑
地
区
の
国
有
林
に
お
い

て
、
地
元
大
畑
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
総
合
研
究
所

に
よ
る
植
樹
活
動
が
昨
年
十
月
に
行
わ

れ
、
ヒ
バ
と
ブ
ナ
併
せ
て
二
百
本
の
苗

木
を
植
栽
し
ま
し
た
。

場
所
は
「
佐
藤
ヶ
平
」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
昔
は
う
っ
そ
う
と
し
た
ブ
ナ
林
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
採
草

放
牧
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
の
役
目

遊々の森を含む案内看板

を
果
た
し
た
現
在

は
広
く
笹
に
覆
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
こ
の

地
区
の
森
林
再
生

を
期
し
川
下
の
地

域
住
民
な
ど
か
ら

植
樹
活
動
を
行
い

た
い
と
申
し
出
が

あ
り
、
体
験
活
動
の
場
と
し
て
国
有
林

の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
元
田
名
部
高
校
大
畑
校

舎
三
年
生
や
地
域
住
民
の
方
々
約
五
十

人
が
集
ま
り
、
森
林
再
生
を
願
い
つ
つ

作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

木
を
植
え
る
体
験
を
し
た
こ
と
が
な
い

女
子
生
徒
も
多
く
、
苗
木
の
支
柱
に
自

分
の
名
前
を
書
き
込
ん
で
携
帯
電
話
で

記
念
撮
影
す
る
な
ど
、
卒
業
前
の
大
変

い
い
思
い
出
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
活
動
は
森
林
保
護
育
成
を
目
的

と
し
た
篤
士
家
の
寄
付
を
受
け
て
実
施

し
た
も
の
で
、
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は

今
後
も
継
続
的
に
活
動
を
行
い
な
が

ら
、
植
樹
木
の
成
長
を
観
察
し
効
果
的

な
再
生
方
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と

し
て
い
ま
す
。

三
　
企
業
の
森
づ
く
り
活
動
を
紹

介
し
た
植
樹
祭

昨
年
六
月
、
東
通
村
内
の
国
有
林
に

お
い
て
、
一
般
公
募
の
地
域
住
民
の

方
々
や
関
係
者
約
百
五
十
名
の
参
加
の

も
と
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
植
樹
祭
の
中
で
は
、
企
業
の

森
づ
く
り
活
動
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し

て
、
全
国
で
森
づ
く
り
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
る
㈱
ロ
ー
ソ
ン
と
日
本

生
命
保
険
相
互
会
社
か
ら
、
各
地
域
で

行
っ
て
い
る
緑
化
推
進
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
雨
の
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
熱
心
に
紹
介
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

下
北
流
域
に
お
け
る
企
業
に
よ
る
森

づ
く
り
活
動
の

事
例
は
ま
だ
少

な
い
の
で
す

が
、
社
会
貢
献

活
動
が
多
く
の

人
に
評
価
さ

れ
、
こ
う
し
た

活
動
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

黒森山の登山道入口

植樹活動を行う生徒達

ヒバを植えた証を残しました

企業の森づくり活動を紹介
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コラム【森のお話】

針
葉
樹
で
は
多
く
の
樹
種
で
、
ジ
ベ
レ

リ
ン
（
以
下
、
Ｇ
Ａ
）
に
花
芽
形
成
を
促

進
す
る
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ

が
国
で
は
種
子
の
安
定
供
給
や
計
画
的
な

人
工
交
配
を
目
的
と
し
た
事
業
に
お
い
て
、

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
科
の
造
林
用
針
葉
樹
種
で

Ｇ
Ａ
に
よ
る
着
花
促
進
技
術
が
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

着
花
促
進
に
用
い
ら
れ
て
い
る
代
表
的

な
Ｇ
Ａ
剤
の
処
理
方
法
を
図
１
に
示
し
ま

し
た
。
Ｇ
Ａ
水
溶
液
の
葉
面
へ
の
噴
霧
処

理
と
浸
漬
処
理
は
、
作
業
の
効
率
が
良
い

こ
と
か
ら
、
処
理
本
数
が
比
較
的
多
い
場

合
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

処
理
直
後
に
雨
が
降
る
と
葉
面
に
付
着
し

た
Ｇ
Ａ
が
洗
い
流
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
樹
幹
の
高
い
場
所

に
着
生
し
た
枝
に
噴
霧
す
る
場
合
に
は
薬

剤
の
多
く
が
無
駄
に
な
り
ま
す
。
一
方
、

剥
皮
し
た
樹
幹
あ
る
い
は
枝
に
Ｇ
Ａ
剤
を

挿
入
す
る
処
理
は
、
作
業
効
率
は
噴
霧
処

理
や
浸
漬
処
理
よ
り
も
劣
り
ま
す
が
薬
剤

の
無
駄
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
処
理
本
数

が
比
較
的
少
な
い
場
合
に
は
経
済
的
で
有

効
な
方
法
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
Ｇ
Ａ
剤
は
農
薬
の
指
定
を

受
け
て
い
る
た
め
に
、
事
業
等
で
着
花
促

進
に
用
い
る
場
合
に
は
用
法
が
厳
格
に
決

め
ら
れ
て
お
り
、
ヒ
ノ
キ
科
で
は
葉
面
へ

の
散
布
処
理
し
か
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
各
関
係
機
関
が
共
同
で
、
ヒ
ノ
キ

科
に
属
す
る
有
用
な
造
林
樹
種
に
つ
い
て

Ｇ
Ａ
剤
の
剥
皮
挿
入
処
理
を
事
業
に
適
用

す
る
た
め
の
許
可
申
請
に
必
要
な
情
報
を

収
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
東
北
地

区
で
は
東
北
育
種
場
と
青
森
県
産
業
技
術

セ
ン
タ
ー
林
業
研
究
所
が
、
ヒ
バ
に
つ
い

て
、
Ｇ
Ａ
剤
の
剥
皮
挿
入
処
理
の
着
花
促

進
効
果
を
評
価
し
、
処
理
す
る
ク
ロ
ー
ン

と
処
理
時
期
に
よ
る
着
花
促
進
効
果
の
違

い
を
調
べ
ま
し
た
。

ま
ず
、
百
四
個
体
か
ら
枝
を
三
本
ず
つ

【森のお話】 

ジ
ベ
レ
リ
ン
の
枝
へ
の
剥
皮
挿
入
に

よ
る
ヒ
バ
の
着
花
促
進

森
林
総
合
研
究
所
　
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
　
東
北
育
種
場

織
部
　
雄
一
朗

供
試
し
、
平
成
十
八
年
七
月
に
、
こ
の
う

ち
の
一
枝
に
は
剥
皮
し
た
部
位
に
Ｇ
Ａ
ペ

ー
ス
ト
剤
を
塗
布
し
、
他
の
一
枝
に
は
剥

皮
処
理
を
施
し
、
残
り
の
一
枝
は
処
理
を

施
さ
な
い
対
照
と
し
ま
し
た
。
Ｇ
Ａ
を
投

与
し
な
か
っ
た
枝
に
は
花
は
ほ
と
ん
ど
着

生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｇ
Ａ
を
投
与
し
た

ほ
と
ん
ど
の
枝
に
は
花
が
着
生
し
、
雄
花

の
数
は
雌
花
の
数
よ
り
も
多
く
な
り
ま
し

た
。つ

ぎ
に
、
平
成
十
八
年
七
月
に
実
施
し

た
実
験
結
果
を
も
と
に
供
試
木
か
ら
、
雌

花
が
多
い
ク
ロ
ー
ン
、
雄
花
が
多
い
ク
ロ

ー
ン
、
葉
芽
が
多
い
ク
ロ
ー
ン
を
そ
れ
ぞ

れ
三
ク
ロ
ー
ン
選
び
、
各
ク
ロ
ー
ン
か
ら

三
ラ
メ
ッ
ト
を
供
試
し
ま
し
た
。
各
供
試

木
の
二
枝
に
は
平
成
十
九
年
七
月
に
、
別

の
二
枝
に
は
平
成
十
九
年
八
月
に
Ｇ
Ａ
ペ

ー
ス
ト
剤
を
剥
皮
挿
入
し
ま
し
た
。
実
験

結
果
を
図
２
に
示
し
ま
し
た
。
七
月
お
よ

び
八
月
の
処
理
で
は
、
着
生
し
た
雌
花
の

数
と
雄
花
の
数
に
は
、
ク
ロ
ー
ン
に
よ
っ

て
差
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
八
月
の
処
理

で
は
七
月
の
処
理
に
比
べ
て
、
着
生
す
る

雌
花
の
数
に
は
違
い
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
着
生
す
る
雄
花
の
数
は
減
少

し
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
は
、
他
の
関
係
機
関
で
実

施
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
と
サ
ワ
ラ
の
試
験
結
果

と
と
も
に
「
平
成
二
十
年
度
林
業
薬
剤
等

試
験
成
績
報
告
集
（
社
）
林
業
薬
剤
協
会
」

に
ま
と
め
ら
れ
、
Ｇ
Ａ
剤
の
剥
皮
挿
入
処

理
を
ヒ
ノ
キ
科
の
樹
種
に
適
用
す
る
た
め

の
情
報
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
二
十
二
年
度
か
ら
は
、
Ｇ
Ａ
剤
の
剥
皮

挿
入
処
理
が
ヒ
ノ
キ
科
の
樹
種
で
も
許
可

さ
れ
る
予
定
で
す
。

横軸：Ａ雌花が多い。Ｂ雄花が多い。Ｃ葉芽が少ない
縦軸：1800芽＝3クローン×3ラメット×2枝×100芽
図２　ＧＡ処理枝に着生した葉芽、雌花、雄花の数

Ａ噴霧処理。Ｂ浸漬処理。Ｃ剥皮挿入処理
図1 ＧＡ剤のいろいろな処理方法

ＡＢ

Ｃ



期　　　日 平成２２年３月６日（土曜日） ９時～
実 施 場 所 山形県西川町大井沢「セミナーハウス」周辺
実 施 内 容 9:00 開会式（セミナーハウス集合）

9:30 舎那山まで雪上かんじきトレッキングと
樹木の冬芽観察、動物探索、雪ソリ体験

12:00 昼食（大井沢名物引摺うどん・イワナの塩焼き）
13:00 マタギの話
14:30 閉会式

募 集 人 員　小中学生の親子　先着25名程度
参　加　費 大人1,000円、子供500円（中学生以下）（昼食のうどん、傷害保険料、資料代等含む）
申込み方法　電話、ＦＡＸ、メールにより下記までお申し込み下さい。
申込み締切　平成２２年２月２６日（金曜日）１７時
そ　の　他 長靴、防寒衣、手袋、着替え、帽子、タオル、飲み物、必要な方はおにぎり等持参してください
【参加申込み及びお問い合わせ先】
朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター
住　所：山形県鶴岡市下名川字落合３
電　話：0235（58）1730
ＦＡＸ：0235（58）1731
E-mail：t_syounai_f@rinya.maff.go.jp 

「かんじきトレッキングで親雪体験
囲炉裏でマタギの話を聞こう」イベント名
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～森の仲間の裏話　11～ 

へぇーそうなんだ へぇーそうなんだ へぇーそうなんだ 
朝日庄内森林環境保全ふれあいセンター所長　青山　一郎 

　山眠る季節、寝入って過ごすコウモリのお話し。 
　コウモリの冬眠は、うたた寝のクマの冬ごもりとは違って、外気温とほぼ同じ
体温で過ごす徹底した省エネ戦略。たまには起きますが、スイッチオンから始動まで
には少し時間がかかります。 
　写真はキクガシラコウモリ。大きな耳と鼻葉が特徴的。鼻葉は超音波発射のパ
ラボラアンテナだとか。 
　一頭でぶら下がっている奴は翼のマントで全身を覆うのが彼らの越冬の特徴。 
　ところが密集箇所では防寒の必要が無いためか、マントは使いません。起動時間
も単独の奴よりは速いようです。 
　同じ洞窟の近接箇所でも単独ぶらさがりと密集越冬の２タイプは混在しており、
雄雌や成幼で違うのかも知れません。 
  寒い盛りですが日差しは確実に春に向かっています。山笑う季節を夢見てもう
一眠りです。 

コウモリ
 

の冬眠 
コウモリ

 

の冬眠 

集団越冬 

キクガシラコウモリの顔 

単独越冬 

各地からの便り

遠野支署長 

角掛　勇吉 
かけ ゆう きち 

（岩手県） 

47 ・４ 
12 ・４ 
19 ・４ 
 
21・ １ 

青森局川尻署採用 
東北局宮城北部署次長 
東北局企画調整室監査官 
（青森事務所副所長） 
東北局企画調整室企画官 

国有林野管理課長 
の いわ お 

46・ ４ 
13・ ４ 
19・ ４ 
21・ ４ 

青森局川尻署採用 
東北局三陸中部署次長 
東北局企画調整室監査官 
東北局遠野支署長 

新
任
者
略
歴

新
任
者
略
歴 

新
任
者
略
歴 

紹 

介 

（
２
月
１
日
付
け
） 

紹 

介 

平野　岩夫 （岩手県） 
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私の勤務する平津戸森林事務所の住所は、
岩手県宮古市平津戸南平津戸山国有林215林
班（局管内でも国有林が住所になっている大
変珍しいところ）です。朝起きると、敷地内
に熊や鹿が歩き、冬には、玄関が凍って開か
ない、道路が塞がり200ｍほども除雪しなけ
ればならないなど、着任当時は、暮らしの面
で大変でしたが、早４年と５ヶ月が経ち、す
っかり慣れたところです。
平津戸森林事務所は、早池峰山（標高1917

ｍ）の北半分と閉伊川を挟み岩泉町境までの
約12,000haを管理しています。部内には、
アイオン･カスリン台風の復旧工事で施工した
アイオン沢治山ダム、気候と周辺の水質が良
いため群生しているカタクリの群生地、蜜原
樹のトチノキ大木、クマタカ・イヌワシ等猛
禽類の巣など多様な森林生態が見られます。

さて、早池峰山と言えば、小田越・河原の
坊の比較的楽なコースから登り、高山植物を
鑑賞できる山というイメージがありますが、
当部内の登山道であるニギリ沢、材木沢、剣
が峰の３つのコースは、全てが往復10km以上、
往復８時間以上かかる健脚向きのコースです。
この３つの登山道は、登山者のマナーが大変
良く、ゴミ捨てがほとんど見られず、快適に
山頂まで登ることができます。また、他の登
山者とすれ違うこともあまりないのでトレイ
ルランも可能です。私もこれらの登山道を踏
破し、三十路を過ぎてから脚力がついたので、
自信を持って宮古市のハーフマラソン大会に
臨んだのですが、あえなくゴール直前で失格
となり、「山歩き」と「マラソン」は合致する
ものではないと痛感しました。
早池峰山頂上からは、真北の位置に三陸カ

三陸北部森林管理署　

平津戸森林事務所　久坂　浩志

早池峰山（北側）のお薦めポイント
森林官からの投稿

ラマツ列状間伐モデル林を遠望でき、２伐４
残の伐区が見える様子は爽快です。
また、地元「姥ゆりを愛する会・川内老人

クラブ」が国有林に点在する姥ゆりを守り育
てていこうと設定した“姥ゆり街道”は、達
曽部併用林道起点から終点までの６kmの林道
沿いに約400株にものぼる姥ゆりが群生し、
７月上旬から８月上旬のわずか１ケ月間です
が、訪れる人たちの目を和ませてくれます。

昨年、大規模林道住田川井線が開通し、早
池峰山南口のアクセスが容易になりました。
これにより宮古方面から小田越方面に登山客
の増加が見込まれるため、今後もマナーの向
上に努めていかなければならないと考えてい
ます。
旧川井村・小国村・門馬村が合併し昭和30

年に発足した川井村は、平成22年１月１日に
宮古市となりました。私も川井村に５年近く
住み、寂寥たる思いがあります。閉村の記念
に、内舘勝則川井村長が、自ら国有林内より
選定した蛇紋岩を使用し建立した記念碑が旧
川井村役場にありますので、お立ち寄りの際
には是非ご覧になってみてはいかがでしょう
か。

冬の早池峰山

カタクリ群生地

蛇紋岩の閉村記念碑



（見所の概要）
いわずとしれた東北の霊峰「鳥海山」は山形・

秋田の両県に跨って、日本海に裾野を洗い、最高
峰の新山は標高2,236ｍ、山麓の周囲120kmにも
及ぶ東北第二の高山です。
その南麓（標高約800ｍ）に位置する鶴間池

（南北250ｍ・最大幅130ｍ、深度約４ｍ）は、勾
まが

玉
たま

の形をした美しい火口湖です。
酒田市から鳥海高原ラインの滝の小屋登山道へ

行く途中に「鶴間池」の案内板が見えてきます。
通称「のぞき」から見下ろす「鶴間池」はブナ

の森に閉じこめられたような静かな、そして神秘
的な湖です。
この湖には、遠い昔、親の仇討ちを果たすため、

恋人（親の仇）と別れ鶴間池のほとりで武術の鍛錬
に励み、自らの運命を湖のほとりの百合の花に占っ
た「黒百合姫」伝説が残っています。
恋人の子を宿した姫は、「望みが叶ったなら百合の

花を墨色に咲かせて下さい。」「望みが叶わなかった
ら昔ながらの色に咲かせて下さい。」
果たしてその結末はいかに。
今も湖のほとりには「黒百合」が咲くそうです。
いかがでしたか、「黒百合姫」伝説、興味のある方

は是非一度「鶴間池」を「のぞき」に来て下さい。
時間に余裕があったら、下まで降りてみて下さい。

ただし、神秘の湖だけあって、片道１時間足らずの
行程は、行きも帰りも難所だらけです。ロープあ
り・鉄梯子あり・藪あり・谷ありですが、人生は諸
行無常のなんとやら、遠い昔のかすかな記憶の世界
へタイムスリップしてはいかがですか。
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お問い合わせ先 

庄内森林管理署

〒997-0015 山形県鶴岡市末広町23-37
電話番号：0235-22-3331 FAX：0235-22-3333

ＪＲ酒田駅から国道３４４号線で八幡観音寺を経由し鳥海
高原ラインで「のぞき」まで約１時間、「のぞき」から「鶴
間池」まで下って約１時間です。

交通アクセス

「のぞき」から見た「鶴間池」

湖畔から見た「鳥海山」


